
全野協第 23-10号

2023年 4月 28日

公益財団法人日本野球連盟    御中
公益財団法人日本学生野球協会  御中
公益財団法人全日本大学野球連盟  御中
公益財団法人日本高等学校野球連盟 御中

公益財団法人全日本軟式野球連盟  御中
一般社団法人全日本女子野球連盟  御中

一般財団法人全日

専務理事 平野

国際審判員候補者推薦のお願い (依頼 )

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は弊協会事業への格別なご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、公認審判員の資格制度 (ライセンス制度)の運用が 2015年 4月 より始まり、2019年の

12月 までに 3度の国際審判員の認定講習会を開催致しました。その後、新型コロナウィルス感染

症拡大の影響等により開催を休上しておりましたが、本年度は下記のとおり認定講習会を開催す

ることと致しました。

つきましては、ご多忙のところ恐れ入りますが、下記をご参照のうえ、条件を満たす国際審判

貝 の候補者を 6月 30日 (金)までにご推薦くださいますようお願い申し上げます。なお、前回同

様、女性の審判員に限り自己推薦を認めることと致しましたので合わせてご報告申し上げます。

敬具

国際審判員の認定とその責務

(1)国際審判員とは、公認審判員の資格制度実施要領に定める「国際審判員」をいい、国
際審半J員の認定はアマチュア野球規則委員会が行う。

(2)国際審判員は、国際大会または海外の機関が主催する審判講習会に参加し、そこで得
られた知識・情報等を所定の様式でアマチュア野球規則委員会に報告する。

(3)国際審判員は積極的にアンパイアスクールを受講し技術・情報の共有化を図る。
(4) (2)に参加した国際審判員は、それぞれの所属団体の事業はもちろん弊協会主催の

審判講習会等に積極的に参加し、得られた知識・情報等を伝え、審判員の育成・指導

に役立てる。

2.国際審判員の条件

(1)各都道府県審判員組織または各団体が推薦する公認審判員で、かつ公認審判員の資格
制度実施要領に規定する1級資格を有する者

*公認審判員の資格制度実施要領第4条第 2項 国際審判員は、国際大会の審判をす
ることができる技術と見識を持った50歳以下の者とする。
*公認審判員の資格制度実施要領第 4条第 3項  1級審判員は全国大会の審判をす
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ることができる技術と見識を持った者とする。

なお、女性の審判員については各都道府県審判員組織または各団体が推薦する公認審

判 昌》し、 L記記裁の台格条件 l攻滴 用 い6ま た 自己推薦 やぅ認めるイゝの とす るハし

(2)

(3)

(4)

審判技術の向上に意欲があり、将来は指導者となれる適性を有する者

大会が長期に及ぶため最低でも10日 から2週間程度の体暇が取得できる者

外国語能力について、一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会が実施する

TOEIC① Listening&Reading Test(TOEIC)に て国際審判員認定講習が実施され

る年もしくはその前年において 400点以上を満たしている者。

弊協会が主催する国際審判員認定のための学科試験及び実技試験に合格した者(5)

3.国際審判員の認定手続き

(1)弊協会加盟団体事務局から別紙「国際審判員推薦書」をアマチュア野球規則委員会 (窓
口は弊協会事務局 担当 :伊藤)宛に提出。 (提出期限 :6月 30日 (金 ))

(2)推薦を受けた者は、弊協会が主催する国際審判員認定のための学科試験 (コ ンピュー
タ試験、運営委託先 :株式会社シー・ビー・ティ・ソリューションズ)を受験し合格

点をとる。また一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会による2022年ま

たは 2023年の TOEIC試験結果の公式認定証の写し (画像またはスキャンデータ)

を9月 30日 までに提出する。l丹可紙参照～記載内容を被推薦者にお知らせください。)

(3)学科試験合格及び TOEICの基準ザ点を満たした者 (実技試験対象者)は、国際審判員
認定講習会 (12月 頃、東京近郊予定)にて、実技試験を行う。認定講習会の詳細は準

備が整い次第、弊協会より各力日盟団体と実技試験対象者に通知する。(50名 を定員と

する)

(4)上記の試験に合格した者を国際審判員としてアマチュア野球規貝J委員会が認定する。

注 1)学 科試験 (コ ンピュータ試験)の設定の関係上、期日を過ぎての推薦は受け付けられま
せんので、ご注意ください。

注2) 次回の国際審判員の認定講習会は 2～ 3年後に開催の予定です。
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【別紙】

2023年 4月 20日

国際審判員 被推薦者 各位

一般財団法人全日本野球協会

常務理事/アマチュア野球規則委員長

中本 尚
2023年度国際審判員の認定について

本年度、国際審判員に推薦された者 (女子に限り自己推薦者を含む)は下記の案内にしたが

つて、手続き及び学科試験の受験をお願い致します。

記

一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会が実施する TOEIC① Listening&

Reading Test(TOEIC)の公式認定証 (ス コア 400点以上)の写し (画像またはスキャンデ

ータ)を 9月 30日 までに下記、問い合わせ先のメールアドレスに提出。

(TOEICテ ス ト日程)https7/www.iibc‐ global.org/toeic/test/1r/委Fuide01/schedule.html

2.弊協会ホームページ base に掲載されている弊

協会主催の「全日本野球協会 公認審判員昇級認定試験」のバナーをクリックし、リンク先の

同試験の申込みサイ ト (運営委託先 :株式会社シー・ビー・>ィ・ツジューションズ)よ り国

際審判員の学科試験を申込む。(初めて利用する場合は、手続きに従つて「新規登録」が必要)

申込及び受験可能期間 :2023年 7月 中旬～8月 31日 (予定)[※ 1]

8。 自身で都合の良い会場 。日時を予約し、その会場 。日時で学科試験 (コ ンピュータ試験)を

受験する。 (初回受験料 :税込 5,100円予定)

4.合格の場合、後日 (10月 頃予定)弊協会より講習会の案内が届くまで待機する。
不合格の場合、再度の学科試験受験が可能。 (2回 日以降の受験料 :税込 3,600円 /回 予定)

5。 上記受験可能期間中であっても、実技試験の関係上、実技試験対象者 (学科試験合格及び

TOEICス コア 400点以上)が 45名 となった時点で受験の申込受付を停止する。 (申込受付

停止後であっても、停止以前に受験を申込んでいた者は受験が可能。)[※ 2]

国際審判員の実技試験対象者には、国際審判員認定講習会 (実技試験)に関する案内を 10月 頃

に送付予定です。実技試験は 12月 頃に東京近郊での開催を予定しています。

(参加費は未定～参考 :前回の 2019年は宿泊費と 3回の食事代を含め、バスの利用有無によ

り、税込 22,000～25,000円 )

※ 1

※ 2

詳細は確定次第、全日本野球協会のホームページ等で告知いたします。

実技試験が出来る人数が 50名程度までであるため。

問合せ先 :一般財団法人全日本野球協会 事務局 (担当 :伊藤 )

電話 :03‐ 6262‐ 5489 (平 日 9日寺30ノ刀`～17H寺 30ノ刀`)

メール :umpire@b幻 .Or.jp

以上


